
３  実施主体等

２  事業の概要・スキーム

死因究明業務にＩＣＴを取り入れることで、限られた人材でも円滑に業務が実施できるよう、業務効率化を促進し、
また死因究明の質の向上に寄与することを目的とする。

１  事業の目的

ICTを活用した死因究明業務効率化モデル事業

令和９年度要求額 0.6億円（－億円）※（）内は前年度当初予算額

ピクト_厚生労働省

厚生労働省 ①シンクタンク等
②検証施設

（大学法医学教室等）

・委託
・結果報告

補助

・技術的支援
・調査協力

・「死因究明業務ＤＸ計画」策定
・計画に基づきＩＣＴ機器等導入
・効率化・精度向上の効果検証、報告

・検証施設へ技術的提案・支援
・検証施設へ効果検証に必要な指標提示
・大学法医学教室等の業務実態調査（※）
※検証対象施設以外も含む

・検証結果等集約・報告

実施主体：①一般競争入札により選定（シンクタンク等）、②公募により５か所程度選定（大学法医学教室等）
補助率   ：①ー（委託事業）、②定額（国10/10相当）
事業規模：①631万円、②1,162万円（×５施設程度）
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